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「手紙の効用」テスト対策練習問題と過去問まとめ 

 

 

年 組 番 名前 

 

 

問１ 「様式」の意味として正しいものを次の中から選び、〇で囲みなさい。 

 

ア：手続き 

イ：道具 

ウ：スタイル 

エ：文化 

 

 

問２ 「手紙は本当に不思議な様式だ」とあるが、筆者は手紙のどんなところが不思議だと

考えているか、次の中から選び、〇で囲みなさい。 

 

ア：時間をかけて書いた手紙でも出さないことがあること 

イ：流麗な言葉よりも、拙い言葉で書いた手紙のほうが思いが届くこと 

ウ：思ってもみなかったことが手紙を書くことであらわになること 

エ：書いている間、本当にその人のことを思うことができること 

 

 

問３ 「自分のことばかりを考えて記した言葉」と同じ意味をもつ言葉を本文から抜き出

して答えなさい。 

 

 

 

問４ 「書いているとき思っているのが、受け取る相手のことでなく自分のことばかり」

とは対照的に書かれていることを本文より抜き出して１６文字で答えなさい。 
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問５ 「拙い言葉」と反対の意味となる言葉を本文より５文字で抜き出して答えなさい。 

 

 

 

問６ 十年前に書かれた手紙は、誰からのものだったか。（  ）に当てはまる言葉を 

本文よりそのまま抜き出して答えなさい。 

 

東日本大震災で（   ）娘 

 

 

 

問７ 「手慰み」の意味として正しいものを次の中から選び、〇で囲みなさい。 

 

ア：暇つぶし 

イ：練習 

ウ：適当 

エ：直筆 

 

 

問８ 「手すさびのはかなき跡と見しかども・・・」の和歌は、どんなことを読み手に 

伝えるために用いられているか。もっとも正しいものを次の中から選び、〇で囲み 

なさい。 

 

ア：和歌の作者の夫への愛情の深さ 

イ：肉筆の文字は、形見としての意味を持つ 

ウ：亡くなった人の手紙は永遠に大切にすべきである 

エ：昔も今も、手紙に込められる思いは相手に届く 

 

 

問９ 「『生きている死者』からの便りとして、その文章を読んだのではなかっただろう

か」とあるが、その理由として正しいものを次の中から選び、〇で囲みなさい。 

 

ア：肉筆で書かれた手紙が、娘が今もどこかで生きていると感じさせたから 

イ：十年の時を超えて両親のもとに届いた手紙だから 

ウ：約束されたとおりに配達された手紙だから 

エ：両親は娘が今もどこかで生きていると信じているから 
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問１０ 十年前に書かれた手紙は、両親をどこへ導いたか。本文より抜き出して 

１７文字で答えなさい。 

 

 

 

 

問１１ 「過ぎゆく時間とは別の、決してすぎゆくことのない『時』」と同じ意味をもつ

言葉を本文から抜き出して２文字で答えなさい。 

 

 

 

問１２ 「真摯に記された手紙」とはどういうものと筆者は考えているか。正しいものを

次の中から選び、〇で囲みなさい。 

 

ア：時間をかけて書いた手紙 

イ：流麗な言葉で書いた手紙 

ウ：本当にその人を思って書いた手紙 

エ：亡くなった人が残した手紙 

 

 

問１３ 「未来においてのみ読み解かれる意味」とはどういうことか。もっとも正しい 

ものを次の中から選び、〇で囲みなさい。 

 

ア：手紙を書くことによってはじめてあらわになる思い 

イ：本当にその人を思って書かれた手紙に込められた思い 

ウ：相手が生きているときには見つけられなかった意味の深み 

エ：形見になることで重みを感じる書き手の生前の思い 
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「手紙の効用」テスト対策練習問題と過去問まとめ（解答） 

 

 

問１ ウ 

【解説】 「様式」とは、一定の型や方法のこと。 

 

 

問２ ウ 

【解説】直後の「口では言えないことだけでなく、書く前は思ってもみなかったことが

言葉になって出てくる。」から考えよう。 

 

 

問３ 独りよがりな言葉 

 

 

問４ 書いている間に本当にその人を思う 

 

 

問５ 流麗な言葉 

 

 

問６ 亡くなっている 

 

 

問７ ア 

 

 

問８ イ 

   【解説】和歌の直前に書かれている「肉筆の文字には、印刷された文字とは別種 

の働きがある」と、直後の「亡くなってみるとそれがあの人のいるかなたの世界 

を感じさせる形見になってしまった」から、「肉筆の文字は、印刷された文字 

とは違って形見となる」ことを伝えるために和歌が用いられていることが 

わかる。 
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問９ ア 

 

 

問１０ 決して過ゆくことのない『時』の世界 

    【解説】『 』もそれぞれ１文字として数えるので注意すること。 

 

 

問１１ 永遠 

【解説】「長き」は、和歌の中では永遠という意味として使われているが、 

本来は永遠という意味を持つ言葉ではないため、「永遠」が答えとしてふさわ

しい。 

 

 

問１２ ウ 

【解説】本当にその人を思って書いた手紙に込められた思いは、相手に届き、

「時」を無形の意味として感じ取ると筆者は考えている。 

 

 

問１３ ウ 
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